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第 1 編第 1 章ではポリ (Nーピニルカルパゾール)及びポリ (N- ピニルベンゾカルパゾール)の立
体規則性が従来の定説と異なり，重合方法により変化し，カチオン重合体はイソタクト性に，ラジカ





































4. ポリ (Nーピニルカルパゾール)の発光及び光電導に対する一重工頁・三重項消光剤の効果， 外部
磁場の影響，及び光酸化の効果について検討し 光キャリヤーはカルパゾール環の一重項励起子と
カルパゾール環の光酸化生成物との聞で形成された未緩和一重項エキサイプレックスの解離により
生成することを見出している。
以上のように本論文は光電導性有機材料として重要なポリ (N- ピ、ニルカルパゾール)を中心として，
光励起からキャリヤ一生成に至る光物理過程とポリマー構造との関係を明らかにしたものであり，高
分子材料の光・電気物性の基礎的理解に貢献するとともに新材料設計に対する指針を与えるものであ
り，有機材料化学に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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